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向
こ
う
三
軒
両
隣
は
何
す
る
人
ぞ
で
な
く
、
隣
人
と
の
気
軽
な
井
戸
端
会
議
を
通
じ

て
お
互
い
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
人
が
見
え
な
い
糸
で
し
っ
か
り
結
ば
れ
、
自
治
会

の
団
結
に
よ
る
団
粒
化
、
ひ
い
て
は
地
区
全
体
の
人
的
団
粒
の
絆
が
大
き
く
広
が
り
ま

す
。
異
年
齢
交
流
に
よ
る
自
然
と
史
跡
伝
統
文
化
に
触
れ
な
が
ら
児
童
生
徒
・
保
護

者
・
尊
敬
す
る
高
齢
者
と
の
一
体
感
を
醸
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。
す
っ
か
り
地
区
の
文

化
と
し
て
定
着
し
た
「
お
の
ぶ
っ
祭
」
を
住
民
全
員
参
加
で
笑
顔
の
絶
え
な
い
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
を
元
気
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

平
成
十
八
年
七
月
の
県
北
部
豪
雨
か
ら
十
年
に
な
り
ま
す
。
昨
今
の
災
害
を
教
訓

に
、
来
る
六
月
五
日
、
全
自
治
会
に
よ
る
自
主
防
災
避
難
訓
練
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
、
河
川
水
害
、
土
石
流
災
害
、
崖
上
・
崖
下
災
害
を
想
定
し
、
行
政
機
関
、

消
防
団
の
支
援
を
得
て
、
今
後
の
防
災
減
災
に
役
立
つ
た
め
の
避
難
訓
練
と
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
齢
化
社
会
で
人
口
減
少
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
。
斧
渕
地
区
の
東
郷
地
域
の
活
性

化
を
維
持
す
る
た
め
、
地
方
創
生
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
で
、
賑
わ
い
の
あ

る
ま
ち
な
か
拠
点
づ
く
り
も
一
考
と
捉
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
出
か
け
コ
ー
ス

「
市
役
所
・
病
院
・
銀
行
・
郵
便
局
・
買
い
物
・
趣
味
の
ス
ポ
ー
ツ
、
手
芸
等
」
バ
ス

の
待
合
場
所
に
下
駄
履
き
茶
の
ん
場
を
設
け
、
そ
こ
で
の
よ
も
や
ま
話
、
あ
る
い
は
ス

ト
レ
ス
解
消
の
た
め
の
軽
い
手
足
を
伸
ば
し
遊
び
な
が
ら
、
心
身
と
も
に
健
康
を
取
り

戻
し
て
も
ら
う
。
又
、
要
支
援
者
等
に
対
し
、
福
祉
に
携
わ
る
方
々
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
り
を
通
じ
て
課
題
を
模
索
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

東
郷
地
域
小
中
一
貫
校
を
見
据
え
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域
一
体
と
な
っ
て
、
県
内

一
モ
デ
ル
校
の
衛
生
学
園
都
市
を
目
指
し
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

｛
一
人
は
万
人
の
た
め
に
、
万
人
は
一
人
の
た
め
に
｝
を
合
言
葉
に
住
民
お
ひ
と
り

お
ひ
と
り
様
の
思
い
を
大
切
に
今
年
度
も
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
理
解

と
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

斧
渕
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
長 

諏
訪
六
雄  

 

発行元 

斧渕地区コミュニティ協議会 
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代
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長 

地
域
づ
く
り
部 

代
議
員 

代
議
員 

副
部
長 

部 

長 

総

務

部 

コ
ミ
主
事 

監 

事 

監 

事 

顧 問 事
務
局
長 

副
会
長 

会 

長 

地 

区 

コ 

ミ 

運 

営 

委 

員 

平
成
28
年
度
新
役
員
・
各
種
委
員
の
紹
介
（
敬
称
省
略
） 

 

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

男
女
共
同
参
画 

防
災
・
安
全 

行
政
・
活
性
化 

総
務
統
括 

宮
里 

真
児
人 

上
園 
正
夫 

竹
之
内 

満
志 

北
迫 

晃 
高
橋 

昭
弘 

渕
脇 

幸
義 

竹
之
内 

満
昭 

宮
内 

寛
二 

三
角 

雅
代 

麻
生 

建
太
郎 

上
村 

幸
治 

松
木 

洋
子 

内
野 

浩
幸 

川
添 

公
貴 

宮
里 

治
夫 

齋
藤 

政
恭 

辰
見 

芳
博 

諏
訪 

六
雄 
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員 
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議
員 
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部
長 
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あ
す
な
ろ

会 
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議
員 
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員 

副
部
長 

部 

長 

健
康
福
祉

部 

代
議
員 

代
議
員 

副
部
長 

部 

長 

青
少
年
育
成
部 

松
岡 

昭
雄 

小
原 

幸
恵 

植
村 

美
和 

内
野 

多
津
代 

田
中 

壽
美 

堂
路 

進
一
郎 

本
渡 

正
隆 

松
木 

洋
子 

松
岡 

昭
雄 

福
永 

宣
幸 

新
屋 

浩
二 

野
添 

純
弘 

長
谷
川 

義
信 

市
政
モ
ニ
タ
ー
・
任
期
１
年 

猿
楽 

義
市
（
五
社
上
） 

防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
・
任
期
１
年 

山
下 

武
徳
（
五
社
下
） 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

・
任
期
２
年 

松
木 

洋
子
・
益 

鮎
美 

舟 

倉 

司
野
下 

司
野
上 

浦 

田 

五
社
下 

五
社
上 

古
城
滑
石 

平
上
水
流 

石 

堂 

荒
川
内
西 

荒
川
内
東 

谷
ノ
口 

城 

内 

小 

路 

自

治

会

長 

箱
川 

政
己 

内
野 

勝
廣 

上
原 

美
代
子 

宮
里 

一
己 

佐
藤 

民
生 

中
村 

利
広 

塩
満 

末
丸 

桑
波
田 

美
智
子 

小
田 

信
一 

村
松 

清
孝 

宮
原 

道
夫 

後
藤 

慶
雄 

古
川 

廣 

徳
永 

こ
づ
え 
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德
重
稔
氏
に
地
区
住
民
一
同
よ
り
感
謝
状
贈
呈  

 
去
る
２
月
２８
日
地
区
コ
ミ
総
務
部
長
德
重
稔
氏
が
急

逝
さ
れ
ま
し
た
。
永
年
の
ご
功
績
と
ご
功
労
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
、
こ
こ
に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。 

主
な
ご
功
績
・
地
区
コ
ミ
総
務
部
長(

七
年) 

 
 

 
 

 

・
お
の
ぶ
っ
祭
実
行
委
員
長(

立
ち
上
げ
か
ら
今
日
ま
で) 

 
 

 
 

 

・
舟
倉
自
治
会
長(

舟
倉
三
自
治
会
合
併
実
現) 

 
 

 
 

 

・
東
郷
児
童
ク
ラ
ブ
会
長 

 
 

 
 

 

・
薩
摩
川
内
市
環
境
美
化
推
進
委
員 

 
 

 
 

 

・
斧
渕
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員 

 
 
 
 
 

・
元
民
生
委
員 

 

代
議
員
総
会
に
お
い
て
、
自
治
会
よ
り
推
薦
さ
れ
た
２

名
の
方
へ
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
表

彰
受
賞
者
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
（
）
内
は
自
治
会
名 

✿
宮
原 

金
丸
氏
（
荒
川
内
東

） 

永
年
に
わ
た
り
幼
稚
園
・ 

小
学
校
・
中
学
校
の
学
校 

教
育
に
造
詣
が
深
く
、
匠 

と
し
て
伝
統
文
化
の
伝
承 

に
よ
る
学
校
へ
の
奉
仕
活 

動
と
、
地
域
の
環
境
美
化 

活
動
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

✿
田
中 

キ
ヨ
子
氏
（
城
内
） 

 

永
年
サ
ロ
ン
等
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
、
社 

会
福
祉
に
献
身
的
に
奉
仕 

さ
れ
、
地
区
の
安
全
安
心 

と
活
性
化
に
大
き
く
貢
献 

さ
れ
ま
し
た
。 

 

斧
渕
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は 

地
区
の
安
全
安
心
を
願
い
ま
す 

            

新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
、
新
た
な

気
持
ち
で
通
学
す
る
生
徒
達
を
交
通

事
故
か
ら
守
る
た
め
に
、
東
郷
中
学

校
で
交
通
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

講
師
に
招
か
れ
た
斧
渕
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
隊
員
ら
は
、
通
学
中
注
意
す
べ

き
点
を
指
導
し
、
毎
日
笑
顔
で
挨
拶

で
き
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。 

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
隊
長
の
北
迫

晃
氏
は
、「
朝
夕
地
区
を
パ
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
る
が
、
青
パ
ト
車
に
向
か
っ

て
手
を
あ
げ
て
激
励
さ
れ
る
と
、
も

っ
と
頑
張
ろ
う
、
と
い
う
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。」
と
言
い
ま
す
。 

住
民
の
皆
様
も
御
礼
の
意
味
を
込

め
て
合
図
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

四
月
の
行
事
予
定 

二
十
七
日
（
水
）
自
主
防
災
会
議 

ア
ミ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
東
郷 

 

１９
時 

 

 

今
後
の
行
事
予
定 

五
月
八
日
（
日
）
お
の
ぶ
ち
塾
「
菜
種
落
と
し
」 

樋
渡
川
多
目
的
広
場 

 

１０
時 

十 

一 

日
（
水
）
あ

す

な

ろ

会 

東
郷
公
民
館 

小
会
議
室  

１９
時 

十 

二 

日
（
木
）
総

務

部

会 

東
郷
公
民
館 

大
会
議
室 

１９
時 

二
十
二
日
（
木
）
青
少
年
育
成
部
会 

東
郷
公
民
館 

研

修

室 

１９
時 

十 

三 

日
（
金
）
地
域
づ
く
り
部
会 

東
郷
公
民
館 

大
会
議
室 

１９
時 

二
十
二
日
（
木
）
健
康
福
祉
部
会 

東
郷
公
民
館 

研

修

室 

１９
時 

二
十
二
日
（
木
）
体
育
部
長
会
（
健
康
福
祉
部
会
終
了
後
） 

二 

十 
日
（
金
）
自
主
防
災
会
議 

ア
ミ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
東
郷 

 

１９
時 

二
十
四
日
（
火
）
食
育
体
験
「
か
ら
芋
植
え
」
東
郷
幼
稚
園 

９
時
３０
分

二
十
九
日
（
日
）
地
区
環
境
美
化
活
動 

梅
堤
河
川
草
刈
り 

 

７
時 

《
舟
倉
公
民
館
》
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

３
月
ま
で
斧
渕
集
会
所
と
し
て 

親
し
ま
れ
た
郵
便
局
隣
の
建
物
は
、 

４
月
１
日
付
け
で
舟
倉
自
治
会
に 

譲
渡
さ
れ
、
舟
倉
公
民
館
と
な
り 

ま
し
た
。 

舟
倉
自
治
会
の
活
動
の
拠
点
と
な 

る
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
各 

団
体
で
の
利
用
も
可
能
で
す
。 

利
用
予
約
や
利
用
料
の
お
問
い 

合
わ
せ
は
、
舟
倉
自
治
会
長
ま
で
。 

舟
倉
自
治
会
長 

箱
川
政
己
さ
ん 
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